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い うまでもないことだが､われわれは生れなが らに､

家族 ､親族 とい う血縁 グル ープの一員 にな り､同時 に部

落 ､村 とい う地縁クル ープの一員 になる｡長 じては､学

校 の同窓会 や 4Hクラブな ど､ いろいろな類縁 で結ばれ

たクル ープに も入 る｡ ところが トラクタ ー共同利用 とい

う､新 しい労 ¢勤手段の機 覗き中心 に結ばれ るグル ープは

血縁 ､地縁 など自然発生的 に結ばれ るグル ープ とは､性

格が適 う｡それは､いわば トラクタ ー緑 で結 びついた機

稚娘団でその特 色は､必 ず しもこれ までの部落組.織 によ

りかか って取 tr_していな いことである｡ 日本 々土の夙卜を

見ても､共同lt:です ぐれた成辞 を示 している集EEは､ほ

とんど､吾β落調 仁和ことらわれず､特定の 日的 一磯業生確

および販売 -を通 じて､共同の利笛で共同の関係 に入 っ

たクリレープである｡ある他方の伊｣では ､リンゴ二托rT7]防除

肌合 と トラ/Jタ ー利用組合 とはその構成口が一部 ダフ っ

ていた り､ また遵豚組合や､シイタケ組合などがあ Q)､

各農家 は必要 に応 じてそれぞれの;阻令 に加1人 している｡

つ まり経済的機 等巨の;睡 頃ごとに組合が い<つ もあ り､fir

健家 は､利笛を共通 にするJTB'園内で､いろいろの結 びつ

きのクル ープを作 っている｡このよ うな旅所的イモ押性 を

t3こ うとするクル ープの中で使われ てこそ､ トラクタ ー

の本来の件何日が営億 のなか に/とか され るよ うになる｡

仏 くいえば､俊英共同化は､jLl![175慧本~l三歳社会 で白JF,I

腺民が/J三き抜 くための一つの対芯であ り､それ にふさわ

しい余‡作を もたなければJ戊劫 はおぼつかない｡だか ら､

地縁関係 によ りかか って､自給 を主 とする下層鹿 まで も

そ っ<り含んだ部落 <.るみの共同化は､田植 えやわ ら室

根のふ き替 えのよ うな原始約人ブコ作某 には向 いていても

トラクタ ーのよ うな高#の労働手段を活用する而品化の

Re,T3別こは､む しろ制約 になる｡

寸金の切れ 目が線の切れ 目やとい うが､ トラクタ ー緑

とは経済的機 号削こよる7陪びつ きであ り､V鞘的には金のl'd

である｡お互 いに引 き合 う見通 しがな くなればたちまち

切れ て しまう.ある意味では､ ドライな冷たいつなが り

である｡家族 とい う血縁 につなが っていれば､気符 もあ

(6)

たた まり､部落の地線 によりかか っている方がなん とな

く安心 で きるか もしれない｡ しか し､そこか ら抜 け出 し

て､この杓た さを通 り抜 けない限 り､腺米生産の近代化

も トラクタ ー利J:r]の合理化 も期待で きないのではなか ろ

うか｡

;機械化計画をたてるノIlj7序 …

北岡で機械化 に取 り組む/}ル ープ作 りの見過 しがつ く

と､す ぐ次には樵概の導入計同 をたてるのがふつ うであ

る｡ しか し､二範をつけた いことは､機械を選んで導入す

ることは､機 械化計画 のなかの大印な部分であるには達

いな いが､あ くまでも総合的な機 械化計岡の一部分 に し

か過 ぎないとい うことである｡

機 械化を うよく進 めるには､L況成nRSI門って きてす ぐ

ii.るよ う/j:わけには いかない. もちろ/い /今口では､た

とえば トラクタ ーなどは､その人部分が輸人様で しか も

Wl鵬が限 られ ている｡だか ら､完全な別あつ らえのお目_

_1■r_てr旧とよではいかないに しても､/少な くともイ ージー

オ ー/1-の服を作 る ぐらいの段取 りと心 桃えは′α､菅であ

ろ｡

//ループ0)鵬TJnノっウ行や什 格が迎 えは､機械化の形 やF勺

鞘 もiB.うのが ､-Llた りTWである｡公jLt:rr.Jに与 え られ る機械

化の)7枚 把そ っくり受け入れた り､よそのや り方 を うの

みに した りせず､それぞれの/jル ープのなか にある当所

の切実な問題 を､将来の営農 目標 と照 らし合わせなが ら

解決するために横 紙の能力を活用するとい うのが､機械

化の本当のあ り方 である｡それ には､少なくとも次の円

段階をふむ必要があろ う｡

(1) 作 業 計 画

⑤ ます､グル ープ全休 としての営農改酋 目標を明 ら

か にす る｡た とえば､畑作 と鮮度 とを:派ねているところ

では､仰の飼料作物作付けを集約化 して､えさの自給度

を高め､乳牛の頭数をふやそ うとい う場合 もあろ う｡ ま

た､水田 と果樹 との誕令弟運営のクル -プな らば､水 田作
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共同利用で能率を上 げる本土 の先進 農業従等者たちとそ0:機 t戒

変矢口県岡肺 新頒FT本郷 三浦文司さん外5人 の共同

光のr消率を上げ､音字いた労 餌々刀で頴ミ樹LE窪の氏 とE3:とを

市めよ うとい う場合 もあろ う｡要 は､グル ープを構成す

る個 々の経営が もつそれぞれの特殊性 を舛モ硯せず､ しか

もグル ープ全体 としての生産力が訂訂め られ る方 向を しっ

か りek:めることである｡

⑨ この改苗 目標 に したが って､クル ープ全体の作物

別作付面朋や 家畜飼幾二荊羽数など LE窪二配供 をは じき出

す｡それを-たん各戸 ごとに分併 し､今の作業方法を前

提 に して､旬別Z)所要労力衣 を作 る｡

Q) 各戸 ごとの所要労餓ら刀表 を刃主計 して､グル -プ全

体 としての労 鋤の時事折別繁閑の状億が一 目でわか るよ う

に､旬別 TT要労力一覧表 髪作る｡

在) この衣 を検 討 して､グル ープの手持 ち労 卓効刀では

まかない切れない作三菜時期 とその ときのお もな作業種類

を見つけ出す｡それが水田のljF転､代か きである場合 も

あろ うし､または甘燕 の収;陸､植付けであることもあろ

う｡

(2) 機 械 導 入 計 画

⑤ JILl,'偲改善を妨げる作業を石のよ うに して見つけ出

した ら､これ らの作~米をどんな方法で何日率化 した らよい

か を相談する｡

表 1 作 業 の 成 り 立 ち

作遊休 系 工 程

耕 起

代 か き-･ -･

植 付 け

中 耕

本田の 稲作作男 除 草

水 管 理

防 除

メU取 り

脱我など

操 作

桝)也の準備

用水の準備7

機 械の準 ㈲

横 紙の使用

機 城の隅揃な ど

具志頭村宇大屯 屋宜宣孝 同宣恭 さん らも耕 うん機 の共

同利用で生藍をあげる

⑥ それぞれの作光 ごとに､能率化のために新 しく入

れ よ うとす る作業機 の超 耕､形 式､大 きさなどを決め

る｡この とき､クル ープの耕地 の条作､作物 や家帯のこ巨

指規供 と裁培 ､飼胃 の方法を考え合わせる｡また､すで

に持 っている機 妹の活用 や改喜利用な ども忘れず検討を

カrlえる｡

① それ らの作業機 に､なるべ く少 数で しか も安 い原

動機 変組命わせる方法 を考 える｡

⑧ 新 しく中人 され る機 蚊は､例 えばが転な り葵剤散

布な りのよ うに､ある一つの作文工塩のなかで使われ る

場合が多いが､磯 城を選ぶ ときには､その工程のことば

か りでな く､機 賊導入が作文体 系全休にどんな影 袴があ

るか とい うことも十分 に考 えなければな らない｡

丘竺共 では､動転､換地､描種､FrT桝､収穫など､それ

ぞれf5.の異なる作某が一連 に行なわれた上で､は じめて

生産物 が得 られ る｡ このよ うないろいろの作光が栽培 ､

飼育 の段階 に即 して系列的に行なわれ るとき､その組合

わせを作二光体系 と呼んで いる｡作二紫体系 を組立 てている

各作_業は工程 (衣 1参照) と呼ばれ るが､それ らの工程

は またそれぞれ に娩つかの部分作二光 (操作)か ら成 り立

っている｡例 えば､表 1のよ うに､水田の代か き-つを

とってみても､多 くの操作の組合せであ り､ Lもそれか

要 累
ぞれの操作 も塊つかの要 素お

- よび単位動作か ら;阻立てみ ら

れ てエる｡だか ら新 しい機 城

主ク ラ ッチを入れ る を取 り入れ て工程 や操作を部

進行する

現行 クラ ッチをt刀る

茄三田lす るな ど

分的に改 めれば､その結果は

つ,よが り合 う他の工程 に も影

そ撃し､ひいては作.米体系全休

の変 lt:さえも呼び屈すことが

多 い｡(つづ く)(泉 裕 己)


